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　現在使用されているγ一Camera用のCollimat。rは検

出効率，分解能に制限がある．そこで我々はその問題解

決の1方法としてMulti・pinhole　Coded　Apertureを考

えてみた．この原理は，1つのRadioactive　Objectに

対してPinholeの数だけ幾重にも重なったShadowgram

を得て，これを光学的に元のMult・pinholeを通してde・

codeする事により，元のimageを得るものである．理

論的には一般のPinhole　Collimatorと比較すると，

Pinholeの数が増せばその分だけ検出効率が上る．また

各Pinholeの径が幾何学的に分解能を決定する．　Shado－

wgram上のimageが幾重にも重さなりあっていると，

decodsした時にdecoded　image上にはnoiseが乗って

くる．このnoise除去の簡単な方法としては，　Pinholeの

数を多く開け，しかも穴の間隔は無秩序にすることであ

る．この場合ある程度S／N比は小さくなる様である．

Multi－pinhole　Coded　Apertureのもう1つの特長は，

Codeされたshadowgram中に各深さの断層像が含まれ

ており，Codeおよびdecodeの条件の選択によって任意

の深さの断層像を得る事ができることである．この様な

decodeして得られる断層像は，伸縮型断層であるため

に，前後の断層像がimage上にnoiseの形で表われる．

結果的にdecoded　image上のnoiseは分解能を悪くす

る．以上の様なnoise除去について我々はMulti・Pinhole

の穴の開け方，またはMulti・Pinholeを運動させること

等によって問題点の回避を検討すると共に，このAper－

tureがDynamic　stadyにいかに利用できるか等，　Multi・

Pinhole　Coded　Apertureの持つ問題点について実験

的考察を加え興味ある結果を得ましたのでここに報告

する．
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　サイクロトロンで生産される短寿命陽電子放出核種の

消滅ガンマ線を使ってRIイメージを得る同時計数型の

高速多結晶型ポジトロソカメラを設計中である．

　カメラは1対の検出器，同時計数回路，結晶決定回路，

座標コーディング回路，高速記憶回路，焦点面計算回路

および表示装置で構成する．各検出器は232個のNaI

シンチレータ（20mmφ×38．　1　mm）と68本のPM（51

mmφ）の亀甲状配列とする．この配列で1本のPMは中

央に位置する結晶とそれに隣接する6個の結晶の半分ず

つを見る構造となり，各PMは結晶配置の違いによる高，

低2レベルの出力信号をもたらす．同時計数は両検出器

のPMの低レベル信号によって行い，一方の検出器の各

PMは対向検出器の7本のPMと同時計数対を構i成す

る．同時計数信号からPM配列の行と列を求める．ただ

しPMの亀甲状配列に対して，直交座標系の行列として

取出す．行および列同士の同時，非同時信号をとって同

時検出結晶の座標を求めるとともに，高レベル信号と混

合して全結晶配列に対する座標を決定する，結晶座標を

2進コードに変換し，各結晶を対向検出器の19個の結晶

と対応させて，16Kメモリ・・一一に入力すると．同時に焦点

面計算回路により1焦点面に結像する画像をCRTに表

示する．

　このポジトPソカメラシステムについて，検出効率，

一様性，解像力等の基本的性能と105counts／secの同時

計数率を目標とする高計数率特性，有効計数率対無効計

数率比などについての設計上の考察を行う．
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